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水稲の重要害 虫で ある トビイロウ ンカの梅雨期 におけ

るわが国への飛来侵 入の有無 は,梅 雨前線帯の南側上空

に出現す る下 層ジェ ッ トの発達状況 から予知す ることが

可能であ る(SEINOら,1987)。 しか し,飛 来予知技術 を

高度化 し予知 精度の向上 を図 るためには,ウ ンカ類 の飛

来源 と飛来経路上の気象現 象に関する知見の一層の充実

が求め られ る。

本論文で は,1987年6月 下旬 と7月 上旬 にみ られた ト

ビイロウ ンカの特徴的な飛来 について,移 出源 と飛来 を

もた らした気象要因 について考察 を試みた。

材 料 お よ び 方 法

トビイ ロウ ン カの飛 来 状 況 は,九 州 農 業 試験 場(筑 後)

と熱 帯 農 業 研 究 セ ン ター沖 縄 支所(石 垣)で,ネ ッ ト ト

ラ ップ お よ び予 察灯 を用 いて 毎 日調査 した 。

飛 来 日の 気 象状 況 は,気 象 用 フ アクシ ミリレ コー ダで

受信 した地 上 お よび850mb面 天 気図 か ら読 み取 った。 ま

た850mb面 の 気流 解 析 には,下 層 ジェ ッ ト解析 プ ロ グ ラ

ム(渡 邊 ら,1987)と 気 象協 会の 高層 気 象解 析 プロ グ ラ

ム を併 用 した 。エ プ ソ ン 「ひ まわ り」 画像 受 信 解析 装 置

が出 力 した雲 画 像 も参 考 に した。

結 果

1.飛 来 状 況

6月22～25日,石 垣 で トビ イロ ウ ンカ が8.163頭 誘 殺

され,そ の 大 部 分 は23日 に集 中 した 。筑 後 で は同 時 期 に

飛来 は 見 られ な かっ た 。一 方7月2～8日,筑 後 で は ネ

ッ トラ ップで146頭,予 察 灯で1,689頭 の トビイ ロ ウ ンカ

が捕 獲,誘 殺 され,例 年 に ない 多飛 来 を記録 した 。捕 獲,

誘 殺 ピ ー クは3～4日 およ び7日 で あっ た。 同時 期 に石

垣での飛来は わずかであった。

2.地 上 天 気 概 況

6月22日,梅 雨前線 は中国大陸江西省から台湾北端 ,

八重 山諸島 をへ て小笠原諸島 にかけて存在 し,23～24日

南昌付近 で発生 した低気圧 がこの前線上 を発達 しなが ら

東進 し東 シナ海 に出た。このため石垣は前線 の南側 に入

り,低 気圧 に向 かって吹 き込む南西風の影響下 に入った。

7月3日 午後,楊 子江河口から南海上に停滞 していた

梅雨前線 上の東 シナ海で低気圧 が発生 し,前 線を北上 さ

せつつ 九州北 部を通 り北陸へ向 かい,4日 東海上へ ぬけ

前線 はいったん南下 した。このため3～4日 に前線の南

側 に位置 した筑後では,通 過 しつつ ある低気圧 に向かっ

て吹 き込む雨混 じりの強 い南～南西風 が吹いた。6～7

日梅雨前線上の黄海で低気圧 が発生 し,山 陰沖 をへて北

陸へ東進 し,筑 後 では南南西の風が連吹 した。 この後前

線 は南下 し弱 まった。

3.下 層 ジェッ ト

石垣 および筑後で顕著 な飛来があった時期の下層 ジェ

ッ トの発達状態 を,850mb面 天気図か ら解析 した結果 は,

下記の通 りであった。

6月23～24日,海 南島付近か ら華南沿岸部 をへ て台湾

お よび南西諸島 に向 けて吹 走す る,20ノ ッ ト以上 の下層

ジェッ トが出現 した。 その気流域 は850mb面 の1 ,500m

の等高線の北側 に沿 って存 在した(第1-1図)。7月3

～6日 ,海 南島 を含む華南 から北上 した後,前 線帯にそ

って華中か ら東 シナ海をわた り西 日本に向かって連吹す

る20ノ ッ ト以上の強風域 を持つ下層ジェ ットが広域 に発

達 した(第1-2図)。

4.「 ひまわ り」雲画像

6月23～24日,梅 雨前線帯の濃 い雲バ ンドが北緯20度
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付 近 に あ り,華 中沿 岸 部 に気 圧の 谷 の接 近 を示 す 雲 域 が

現 わ れ てい る が,華 南 と イ ン ドシナ 半島 東 部 に雲 の ほ と

ん ど な い領 域 が広 が って い た(第1-5図)。7月3～6

日,低 気圧 に伴 う濃 い雲 域 を含 む梅 雨 前線 帯 の雲 列 が楊

子 江 下流 域 か ら西 日本 に かけ て存 在 し,大 陸内 で 内 陸 の

低圧 部 に発 生 した雲 域 と連 な って い た。華 中華 南 の 沿 岸

部 に は雲 が ほ とん ど発 生 して い な か った(第1-6図)。

いず れ の場 合 に も,前 線 に向 か って 吹 く南西 風 の 流 跡 を

示 す雲 パ ター ンが認 め ら れた 。

4.流 跡 線 解 析

石 垣 と筑 後 にウ ンカ類 の 飛 来 を も た ら した850mb面 気

流 の 流 跡線 解析 を,気 象協 会 の高 層気 象 解 析 プ ロ グラ ム

で試 み た結 果 は,下 記 の と お りで あ った。

6月22日 お よび23日 午 前9時 石 垣 市 を起 点 に48時 間

バ ッ ク トラ ッキ ン グ した流 跡 線 は,い ず れ も広 東 省沖 の

南 シナ 海で 止 ま った(第1-3図)。7月3日,4日,お

よ び5日 午 前9時 筑 後 市 か ら48時 間 バ ッ ク トラ ッキ ン グ

した場 合,流 跡線 は そ れ ぞ れ浙江 省 沖 の 東 シナ海,浙 江

省,お よ び 江西 省 内 で終 止 した(第1-5図)。

考 察

梅 雨期におけるわが国への ウンカ類の飛来は,中 国大

陸での華 南から華 中,華 北への一連の移動分散の波及 と

考 えられるが,1987年 の梅雨期に石垣 と筑 後で記録 され

た最 も顕著 なウンカ類の飛来波の飛来源 と飛来実態 につ

いて,発 生移 出源 となる中国での水稲栽培 体系 と,長 距

離移動 をもた らす気象要因から考察 を試み た。

1.中 国の主要 な稲作地帯 と栽培体系

中国の稲 作地帯は,西 江流域を中心 とす る華 南二期作

地帯 と,楊 子江中 ・下流域 に広がる華中一 ・二期作地帯

に大別 され る(内 山田,1987,呉 宋 ・程家安私信)。 華

南二期 作地帯の面積 は760万haで 中国の全稲作面積の27

%を 占め,95%が 二期作化 されて いる。第1期 作(早 稲)

は3月 中 ・下旬 に移植され,6月 下旬～7月 上旬 に収穫

され る。第2期 作(晩 稲)は7月 中 ・下旬に移植 され,10月

下旬～11月 上旬 に収 穫される。華中一 ・二期作地 帯は全

稲作面 積の63%に あたる1,730万haを 占め,こ 期作化率は

70%で あ る。特 に北緯31度 以南では二期作化率 が高い。

二期作地帯 では4月 下旬 ～5月 上旬 に移植 した早稲 を7

月下旬～8月 上旬 に収穫後,た だ ちに晩稲 を移植 し10月

下旬 ～11月 上旬に収穫す る。同地帯の一期作地域の単季

稲 は5月 中 ・下旬 に移植 し,8月 下旬 ～9月 上旬 に収穫

す る。

2.飛 来 源 の 推 定

中国大陸でのウ ンカ類 の北方への長距離移動 は,前 述

の水 稲 栽 培体 系 の地域 性 と密 接 に関連 して お り,数 回の

波 状 的 で 漸 進 的 な移 動 の繰 り返 しで 説 明 され て い るが

(程 ら,1979),基 本 的 に は次 の2段 階 に分 け るこ と がで

きる。 第一 段 階 の移 動 は,熱 帯 周 年発 生 地帯 か ら主 と し

て 華南 二 期 作 地帯 の早 稲 へ の飛 来 侵 入 で あ り,3月 中 ・

下 旬 か ら始 ま る。第 二段 階 は,6～7月 の華 南 二 期 作地

帯 の早 稲 か ら,華 中一 ・二期 作 地 帯 の 晩稲 へ の 移 動 で あ

る。 トビ イ ロウ ンカの場 合,飛 来侵 入 後通 常1～2世 代

の雌 成 虫 は短 翅 型 と な り定 住 増 殖 した後,水 稲 の登 熟 に

とも な って 高率 に羽 化 す る長 翅 型 成 虫 が,次 期 移動 個 体

群 と な る。従 って 本種 の 移 出盛 期 と水 稲 の登 熟期 は概 ね

一 致 して い る
。 わ が国へ の ウ ンカ類 の 主要 な飛 来侵 入 時

期 は6月 下旬 か ら7月 下旬 で あ る が,こ の時 期 に中国 大

陸 で トビイ ロ ウ ンカ が大 量 に移 出す る地 帯 は,早 稲 が収

穫 期 に 入 る華 南 と嶺 南 の二 期 作地 帯 で あ る(程 ら,1979)。

1987年6月24日 の 広州 日報 は 広東 省 で収 穫 期 に入 っ た早

稲 で の トビ イ ロウ ンカの 大 発生 を報 じてい た 。

しか し,気 象協 会 の 高 層 気流 解析 プ ロ グ ラム に よ り,

石 垣 お よ び筑 後 へ の飛 来 につ い て,48時 間 の バ ック トラ

ッキ ング に よ り描 か れた850mb面 の気 流 の流 跡 線 は,ト

ビイ ロ ウ ン カの飛 来 源 と推 定 され る華 南 には達 し なか っ

た 。同 様 な結 果 は既 往 の 論文(ROSENBERC and MAGOR
,

1984)に も見 られ,長 距離移動 に関連 したウ ンカの飛翔

生理,移 動実態,お よび気象要因等の理解 になお不十分

な点 があることを暗示 している。

3.長 距離 移動 に関連 した気象要因

中国大陸内で のウンカ類の長距離移動は,全 て太平洋

高気圧の西北部の外縁 とシャー ラインの内側で発生 して

おり,そ の過程 を飛揚,水 平移送,お よび降落の3段 階

に分 け,そ れぞれに関与す る気象要因を下記のよ うに分

析 してい る(江 ら,1981)。

(1)飛 揚:暖 気 におおわれた移出地帯での熱対流 によ

る上昇気流。

(2)水 平移送:1,500～2,000m上 空の南西の強風。

(3)降 落:前 線帯の降雨 をともなった気流の擾乱や高

気圧の尾根での下降気流。

石垣 と筑後で顕著 な飛来が認め られた時期の気象状 況

を,上 記の中国での既往の知 見と対応 させ ると次のよ う

になる。

(1)ウ ンカの移 出源 と考えられる華南および華中南部

は,雲 の発生が少な く(第1-5,6図),ま た地 上 気

温は高 く,28～30℃ であった。

(2)華 南か ら南西諸島,お よび西 日本 に吹走す る下層

ジェ ッ トが発達 していた(第1-1,2図)。

(3)南 西諸島付近,お よび九州北部 に梅雨前線帯 が存
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第1図1987年6月22～25日,お よび7月2～8日 の ウンカの飛来 に関連 した気象状況:

1. 6月24日 午 前9時 の下層 ジェ ッ トの出現状 況(点 刻 をほ どこした部分)。

2. 7月4日 午後9時 の下層 ジェ ッ トの出現状 況。

3. 6月23日,石 垣 ・沖縄 および筑後 を起点 に,午 前9時 か ら48時 間バ ック トラ ッキ ングした場合の流跡

線。

4. 7月3日,筑 後 ・長崎 ・鹿児島 および楊子江河 口を起点 に,午 前9時 か ら48時 間バ ック トラッキ ング

した場合の流跡線 。

5. 6月23日 午後6時 の雲 画像。

6. 7月4日 午前12時 の雲 画像。
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在 していた(第1-5,6図)。

雲の発生 が少 な く高温 であることがウ ンカの飛揚 を示

唆す る指標 となるか否 かは更 に検討 を要す るが,下 層 ジ

ェ ット(中 国での高度1,500m付 近 の南西の強 風に相 当)

と梅雨前線 は,そ れぞれウ ンカの水平移送 と降落 をもた

らす とする中国での既往 の知見 と一致す る。下層 ジェッ

トの出現領域 と前線の位置 が,石 垣 と筑後への飛来の地

域性 を説明 してい る。

ウ ンカの飛来地域 と下層 ジェッ トお よび前線の関係 に

ついて特 に注 目すべ き事実は,7月 上旬筑後 に大規模 な

飛来が持続 していた期間 に,中 国大陸の楊子江下流地帯

においても飛来侵 入が起 こっており(朱 紹先,私 信),

同時 に東 シナ海上でもウンカの降落が見 られたことであ

る(小 川,1988)。 この楊 子 江下流 地帯,東 シナ海,お

よび九州への同時飛来は,同 じ下層 ジェッ トの気流域 が

梅雨前線帯 と近接す る区間で生 じてお り,こ のこ とは前

線帯の気流 の擾乱 がウンカを降 下させる要因であるこ と

を示唆 している。

下層ジェ ッ トの発達状況 とウンカの飛来 との 間に高 い

相関のあることが既に見いだ されており(SEINOら,1987),

本論文において もこの点 は支持 された。 しか しわが国ヘ

ウンカの飛 来をもた らした下層 ジェ ッ トの中国大陸内で

の気流域 が,全 てウ ンカの移出地帯 と見 なす ことはで き

ない。同様 に梅 雨前線帯 に発生する温帯低気圧 がウンカ

の飛来 と密接 に関連 しているが(KISIMOTO,1976),温 帯

低気圧 の発生地域 と移動経路 が直 ちにウ ンカの移出地域

と飛来経路 を示唆するもので はないことも明 らかで ある。

下層ジ ェッ トはウ ンカの長距離移送,梅 雨前線 はウン

カの降下 と関連 した気象要因 と して両者の関わ りを解析

す ることにより,ウ ンカの飛来侵 入を一層的確 に理解で

きると考 えられ る。気象衛星の雲画像 は,ウ ンカの飛揚,

水平移送,お よび降落に関連 した気象現象 を一元的に解

析 する上で有力な情報源 となろ う。
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